
資料5－5  

新型インフルエンザが更に蔓延した場合の  
赤血球製剤在庫シミュレーションについて  

2009．12．10  

＋ 日春着十字ネI  JapaneseR‘）dCr（ISS包氾ie旬  

年度別赤血球製剤在庫の推移（全国集計）  
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新型インフルエンザが更に蔓延した場合の赤血球製剤在庫シミュレーション  

単位川：2（氾mL献血由来製劇1本を1単位、400mL献血由来製剤1本を2単位として計算  
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※上舌己Aパターンは、本年5月に発生した兵庫・大坂における新型インフル工ンザ蔓延時の影響をもとに設定した。  

英国渡航歴の献血制限緩和による献血増加予測（理論値）  

単位：人  

英国に1日以上滞在歴がある者の割合3．42％   

●平成17年3月16－2日に8都道府県（北海道．宮城．東京．愛知．大阪．岡山．福岡．神奈川）  
の血液センターで調査実施  

単位：人  

献血申込者の増加予測数（最大理論値）／年   

滞在日数  200mL献血   400mL献血   成分献血   計   

1－14（2週間）  88．8％   21，4（）0   113，700   53，400   188，500   

1－31（1ケ月）  94．9％   22，800   121，500   57．000   201，300   

ト93（3ケ月）  97．0％   23，400   124，200   58，300   205，900   

英国1泊以上と回答した献血不適着の英国滞在期間  
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